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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
13 0 1 1 2 3 2 2 0 0 1 1 1 0 0 0
15 * 0 0 9 16 2 4 1 8 16 24 2 0 3 2
19 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
24 * 0 0 6 11 1 1 3 1 4 5 2 7 1 0
29 * 5 11 6 10 0 0 1 1 1 2 2 2 1 0
30 * 0 2 1 2 0 0 3 1 1 2 2 2 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0
36 0 1 3 0 1 2 2 0 0 1 1 1 0 0 0
48 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
50 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 2 0
51 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
56 * 0 0 1 5 0 2 4 3 3 6 2 6 0 0
98 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0
99 0 0 0 0 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

0 0 5 5 1
7 20 27 54 8 13 15 18 29 47 13 18 8 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
6 * 0 4 3 10 0 2 0 0 1 1 2 1 1 0
7 * 0 1 2 8 0 0 3 1 5 6 2 1 2 1
8 0 0 0 2 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
10 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
12 * 0 0 0 1 1 2 4 0 1 1 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
14 * 2 6 1 3 2 2 3 0 3 3 3 0 0 0
15 0 0 0 1 2 0 0 1 1 1 2 2 0 0 0
20 0 0 0 0 6 0 0 2 2 3 5 5 0 1 0
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
35 * 1 1 3 5 1 2 2 1 3 4 3 2 0 0
37 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
41 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
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2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

天理大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点8 勝ち点2

試 合 ＮＯ149

83 37

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】平成28年度関西学生バスケットボール1部リーグ戦10日目第4試合目は、センターを中心としたディフェンスで
堅実なバスケットを見せる天理大学と、勝ち点が欲しい若い選手を中心とする同志社大学の対戦となった。前半、試合
を開始し一進一退の攻防が続いたが、主に天理大のガードやフォワードの選手のシュートが決まり試合を作り上げてい
く。後半、同志社はスコアを縮めようと前半同様ゾーンディフェンスを仕掛けるが、勢いが衰えない天理大がスコアをの
ばし天理大に軍配が上がった。

【第1ピリオド】第1ピリオドは、同志社#35村井の速攻から幕を開けた。対する天理大は#24佐々木を起点とするオフェン
スで攻めるが、同志社もゾーンディフェンスで簡単には点を取らせない。天理大は同志社の小さなミスを逃さ得ず点を
重ねていくが、同志社は#6柳原のスティールからの速攻で得点。その後、天理大#29榎本のミドルシュートが連続で入
るが、同志社も#35村井のミドルシュートで応戦し17-12と5点差で天理大リードのまま第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】同志社#35村井のディフェンスを抉るドライブから始まった。同志社の堅いゾーンディフェンスに苦しむ天
理大だが、#29榎本の3Pシュートで試合の主導権は渡すまいと粘る。同志社の堅いボックスアウトで天理大の絶対的リ
バウンダ―#15イーヴィを抑え込み天理大はセカンドチャンスをものにすることが出来ない。しかし天理大#15イーヴィが
スティールから速攻でのダンクシュートで息を吹き返し同志社が思わずタイムアウトを取る。タイムアウト後、同志社#14
岩坪がミドルシュートを決めるも、天理大が主導権を渡すことなく確実に点を重ね続け、試合を天理ペースでに進めたと
ころで40-18天理大リードで試合を折り返す。

【第3ピリオド】試合を開始すると、同志社は前半と変わらずゾーンディフェンスで守りを固め、スティールから速攻に持っ
ていくスタイルで攻める。だが天理大によって綿密に攻略された同志社のゾーンディフェンスは、その本領を発揮できな
い。その原動力のひとつがここまで点数を量産している天理大#29榎本の高確率ミドルシュートである。なんとしてでも食
らいつきたい同志社だが、天理大の激しいディフェンスでなかなかシュートが決まらない。天理大#56川田が4つめの
ファウルとなり若干天理大の流れが悪くなるものの、同志社はそこに付け込むことが出来ず、天理大のリードが広がり55
－25で天理大が30点の大量リードで第4ピリオドに突入する。

【第4ピリオド】天理大#56川田のスティールから#24佐々木のバスケットカウントで試合が始まり、立て続けに#29榎本、
#15イーヴィの連続得点で同志社を圧倒する。点差が広がり、天理大は途中交代で出場したキャプテン#13中村の3P
シュートでますます勢いを増す。一方、同志社は#7古村、#8山形、#35村井が得点に貢献するも流れ来ず、終始天理
大ペースのまま83－37で天理大が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

中広・藤田（大院大）戦評生島　匡 副審 高岡　雄太

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.9.22
天理大学開始時間 15:00

会　　場 立命館大学(BKC)

イビス ニヨキゼラ 20 34

佐々木 隆成 13 30

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

中村 翔太 9 8

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

川田 稜介 2 30

2 22

村野 優人 2 2

安野 洸平 2

永田 祐弥 1
3

和中 裕輔 5 7

榎本 一輝 27 30
梶井 涼矢

1

ジェームズ マティアン 0 6

吉崎 綾汰 0 5
谷本 真琴 0 13

7
宮脇 良太 0 2

合　　　計 83

今古賀 勇哉 0

200
RATE 35.0% 50.0% 61.5%

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 二杉　茂

31

宇治田 健郎 0 4

ST MINTO AS

元田 大貴 1

山形 昇平 4
古村 健一 4

REBOUND３Ｐ BS

柳原 功希 6 27

16
下田 忠至 0 4

14
右田 卓也 0

田邊 陸也

5

0 18

岩坪 康太朗 10 30
西田 寛雄 2 7

3
34

向井 和希 0 6
村井 大陸 10

RATE 21.4%

-

0

30.0% 40.0%
200

東 大洋

Team / Coach: 尾前　光昭 -
合　　　計 37

0 -
野見 悠人 0 1


